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１．GDPR とは 

 

GDPR とは「General Data Protection Regulation」の略で、日本語に訳すと 

「一般データ保護規則」となります。 

 

EU で 1995 年から適応されている EU データ保護指令に代わり、2018 年 5 月 25 日から 

施行されております。 

 

２．WHOIS 表示への影響について 

 

ドメインの Whois 表示においては、これまで登録者や管理者の電子メールアドレス等が 

表示されておりました。 

これらの電子メールアドレス等が個人情報とみなされるため、Whois 情報を管理している

ドメインのレジストリ、レジストラにおいて電子メールアドレス等を非表示にする措置が

GDPR 施行後に発生しております。 

 

この影響で、これまで Whois に表示されていた情報が表示されなくなる場合があります。 

Whois にて非表示対応が実施された場合、弊社のドメイン管理システムでは、 

Whois 情報の編集を行いメールアドレスを登録できる機能がありますが、 

登録又は変更しても実際の Whois 情報で確認出来なくなります。 

 

３．ドメイン移管手続きの影響について 

 

現在、以下のドメインに影響が御座いますが、対策につきましては調整中となります。 

 

 

 

 

 

 

※JP ドメインについては現在のところ影響はございません。 

 

４．GDPR に関してご質問等御座いましたら下記アドレスまでお問い合わせください。 

 

お問い合わせメールアドレス： info@purenic.jp 

mailto:info@purenic.jp

